平成25年10月２９日

施設長及び管理者　各位

南庄内緩和ケア推進協議会

会　長　　三原　一郎

緩和ケアサポートセンター鶴岡・三川

センター長　鈴木　聡

緩　和　ケ　ア　講　演　会

錦秋の候　貴職におかれましては　ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

日頃より緩和ケア普及のための活動に関しましては、ご理解とご協力を賜わり、厚く御礼申し上げます。

　さて、当会では山形県在宅医療推進モデル事業を受け、在宅ホスピスケアを推進していくため、荘内病院の果たすべき役割を検証しようと、アンケート調査や訪問調査など

を行なっております。ご協力いただきました施設の皆様誠にありがとうございました。

　この度、「もしも‥」の時のことを普段からあらかじめ話したり、共有したりしておくことの大切さなどをご理解いただくための講演会を、下記のとおり開催いたします。

ご多忙とは存じますが、是非、多くの皆様にご参加いただきますよう、特段のご配慮をお願い申し上げます。

記

１．日　時　　平成25年12月7日（土）　13：30～15：00

２．場　所　　鶴岡市立荘内病院　講堂（３階）　（鶴岡市泉町4番20号）

３．対象者　　介護・福祉・保健関係職員及び興味のある方

４．内　容　　「アドバンス・ケア・プランニング（ACP）

　　　　　　　　～より良い意思決定支援について考えてみませんか～」

　　　　　　　講師：山形大学医学部附属病院　疼痛緩和医療部

　　　　　　　　　　副部長　奥山　慎一郎　先生　　　

５．申込み　　無料ですが、１２月３日（火）までお願いいたします。

· お問合せ先　◆

緩和ケアサポートセンター鶴岡・三川（鶴岡市立荘内病院　地域医療連携室内）

担当　高橋・佐藤

電話：0235（26）5155　　　FAX：0235（26）5156


切り取り（FAXの場合は切り取らないで下さい）　　　　　　　　　
１２月７日緩和ケア講演会申込み　　　　　　　　　　　　FAX　0235（26）5156

所属施設等名　　　　　　　　　　　　　　　　
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